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噴火年 火山名（国名） 犠牲者数 主な要因
1 902 プレー （西イン ド諸島） 28,000 火砕流
1 902 プレー （西インド諸島） 1 ,500 火砕流
1 902 スフリエール（西インド諸島） 1 ,565 火砕流
1 902 サンタマリア（グアテマラ） 1 ,200 火砕流
1 91 l タール（フィリピン） 1 .400 津波
1 91 9  クルー （インドネシア） 5,000 火山泥流
1 930 メラピ（フィリピン） 1 ,500 火砕流
1 95 1  ラミンドノ（パプアニューギニア）3,000 憬発的扇火火砕流
1 963 アグン（インドネシア） 2,000 火砕流火山泥流
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地震 ( 7 月 9 日）の断
7 月に貫入 した岩脈
E .  6這ゴ）-
5 月 に貫入 し た岩脈
図 1 1 989年伊東沖海底噴火を引き起こした
マグマ貫入のモデル
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図 2 三宅島の観測点（火山活動観測施設●、地震調査
のための観測施設0) の分布と1 999年に発生し
た低周波地震の震央分布（，）
は間違いあり ません。
防災科研では、マグマの移動による
地殻変動や地震活動をとらえ、 噴火予
知の実用化に寄与するために、 富士山、
伊豆大島、三宅島、硫黄島に火山活動観
測網を整備しています。このうち三宅
島は、過去 3回の噴火が約20年間隔で
発生し、最後の噴火( 1983年）から15年
以上経過した現在、次の噴火の発生が
懸念されています。三宅島には、ボア
ホー ル式の傾斜計と地震計を備えた火
山活動観測施設を 4 カ所に設置すると
ともに、重力変化や地磁気変化の連続
観測、GPS 測位装置による観測も開
始しました。この観測網により、 三宅
島直下、深さ20km付近に低周波地震と
いう火山活動に特有の地震が発生して
いることが最近確認され ました（図2)。
今後、火山噴火予知を実用的なも の
にするためには、 噴火を定量的に予測
することが必要です。 このためには高
精度でマグマの動きをとらえたり、 マ
グマの性質を知るための研 究の進展が
さらに必要で、 2000年代の噴火予知研
究の課題となって います。
（問い合わせ先：火山噴火調査研究室
鵜川元雄）
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